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令和５年度「6.3 安全な社会づくりを目指して」を開催します 

 平成１８年６月３日、区民向け住宅シティハイツ竹芝で、エレベーターの扉が開いたまま上昇するという不具

合による事故が発生し、同住宅に居住する当時１６歳の高校生が亡くなりました。 

 区は、事故が発生した６月３日を、この事故を風化させることなく、区民全体がエレベーター等の安全対策

について考えていく日とするとともに、安全・安心を最優先していくという区の姿勢が今後も変わらないこと

を区の内外に示すため、平成３０年に港区安全の日としました。 

 そして、港区安全の日の目的を多くの区民に知っていただき、身近な施設の安全について考えていただく

ため、事故のご遺族とその支援者からなる「赤とんぼの会」と区の共催により、平成３０年度から『6.3 安全

な社会づくりを目指して』として、港区安全の日である６月３日に、献花式と講演会を行っています。 

 港区安全の日の目的  

１ エレベーター事故を風化させないように、区民及び区職員がエレベーターをはじめ広く安全について 

考える機会とします。 

２ 安全に対する区の姿勢が今後も不変であることを区の内外に示します。 

プレスリリース 

令和５年度「6.3 安全な社会づくりを目指して」 開催概要 

■開催日  令和５年６月３日（土曜）  【献花式】午後１時～８時３０分 【講演会】午後２時～５時   
  

■会 場  区立障害保健福祉センター（港区芝１-８-２３）  
  

■講演会 

【講演１ 講師】 美
み

谷島
や じ ま

 邦子
く に こ

氏（日本航空機事故遺族、8・12 連絡会事務局長） 

【講演２ 講師】 片瀬
か た せ

  邦
く に

博
ひろ

氏（ドライブレコーダー開発者、全国交通事故遺族の会元理事） 

※両氏の講演後、柳田
やなぎだ

 邦男
く に お

氏（ノンフィクション作家）によるコメントがあります。 

武井 雅昭 港区長 令和４年度「6.3 安全な社会づくりを目指して」

開催の様子 


